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§１．研究開発成果の概要 

ケミカルループ(CL)型触媒プロセスによる二酸化炭素再資源化は、酸化還元を分離して行うこ

とで生成物の分離を容易にする手法であり、酸素欠損を介して二酸化炭素から目的生成物へと導

くことで高い転化率と高純度な生成物を得ることが期待できる。本年はこのための酸素キャリア材の

設計と予測に、ENEOS 社と連携して原子レベルシミュレータ Matlantis による予測を行った。ま

た、反応の学理を構築するために、我々が見出した材料を用いて、RWGS-CL や DR-CL を対象

として、速度論的な試験、各種分光分析などを行って、CL のための有望な材料を見出すことがで

きた。これらをもとに 24年度以降に向けての反応プロセス構築を進めている。 
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